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コペンハーゲン教

大学３年生で量子力学を習いました。その名の通り不連続に飛び飛びのエネル

ギーが出てくることは、既に高校物理で習っていたので別に驚くようなことではありま

せんでした。しかしミクロの世界には定まった状態はなく、様々な状態の重ね合わせ

で、観測するとその一つにすっと収束するのだという話にはびっくりしました。つまり、観

測するまではミクロの状態は決定できないというのです。これは「波動関数の収束」と

呼ばれています。

「波動関数の収束」を疑ってはいけな

い。あれこれ余計なことを考えなくともい

い、そのうち慣れるから。疑う者は、物

理で就職できない。などと宗教のような

ことを先生に言われました。今では、そ

のコペンハーゲン解釈（コペンハーゲン

は、ボーアの研究所があった）にどっぷ

りと浸かっています。

量子力学の教科書を見ると難しそう

な数式が並んでいます。しかし数式を

追いかけること自体はさほど難しくありま

せん。でもその物理解釈は、訳が分かり

ませんでした。量子力学の解釈につい

ては、シュレーディンガーやプランク、そ

してアインシュタインも納得がいかなかったようです。アインシュタインは、「君は月を

見るまで、そこに月が無かったと思うかい？」とミクロの世界の異様さを表現しました。

この連載は波束の収束と絡んだお話なのですが、今回は少しＳＦチックにしましょ

う。

Ｈａｓｅｇａｗａ商会の謎のＦＡＸ

かつてＨａｓｅｋｏｈと呼ばれていたＨａｓｅｇａｗａ商会は、最近屋号を変え、通信分

野に進出したようだ。何か軍事技術に関連した怪しげなことをやっているのかもしれ

ない。Ｈａｓｅｇａｗａ商会にはＯｓａｋａオフィスとＴｏｋｙｏオフィスがある。Ｏｈｋｕｒａの勤

務するＯｓａｋａオフィスへは、謎の事務所（ＯｓａｋａとＴｏｋｙｏのちょうど中間点のＮａｇ

ｏｙａかＧｉｆｕにあるらしい）から謎のＦａｘが毎日たくさん送られて来る。１枚のＦＡＸに
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データ番号
Ｏｓａｋａ

ｏ
Ｔｏｋｙｏ

ｔ
ｏｔ

１ ＋ ＋ １

２ ＋ ＋ １

３ － － １

４ ＋ ＋ １

５ － ＋ -１

６ ＋ － -１

７ － ＋ -１

８ － － １

９ ＋ － -１

＜ｏｔ＞ ０.１１１

図２．＜ ｏｔ ＞の例図２．＜ ｏｔ ＞の例

は、ただ１か-１とだけ書かれていて、あとはタイムススタンプだけである。このＦＡＸは

「同時に」Ｔｏｋｙｏオフィスにも送られていて、Ｏｓａｋａへは毎日、数日前のＦＡＸが段

ボール箱でＴｏｋｙｏから郵送されて来る。Ｏｈｋｕｒａの仕事は、このＦＡＸの集計であ

る。

この集計していてすぐ気づくことは、１と-１はどうやらランダムだということである（原

稿のスペースを稼ぐため今後は１を単に＋、-１を－と表記場合がある）。そしてＯｓａ

ｋａとＴｏｋｙｏでは（逆）相関がある。つまりＯｓａｋａが＋＋－＋－－＋…なら、Ｔｏｋｙｏ

では必ず－－＋－＋＋－…なのである。

ここで、便利な記号と量を定義しておこう。ｏはＯｓａｋａで受け取ったデータの値（１

か-１をとる）を表し、ｔはＴｏｋｙｏでのそれである。そしてｏｔはその積である。ｏｔの値は

必ず１か-１である。更にｏｔの平均値を＜ｏｔ＞で表そう。すると＜ｏｔ＞は-１～１の間

の値をとり、１に近いということは、ｏとｔ正の相関（つまりどちらも１か-１だったというこ

と）があり、＜ｏｔ＞が-１だということは逆相関（つまり片方が１でもう片方が-１）がある

ということである。＜ｏｔ＞が０に近ければ、相関がない（ｏとｔが揃うことと揃わないこと

がほぼ半々だった）ことを表す。

Ｏｈｋｕｒａは完全な逆相関がある

ことを認めた。つまりＧｉｆｕ（場所が

どこにあるか不明だが、仮に）はＯｓ

ａｋａとＴｏｋｙｏに常に同じではない

ＦＡＸ信号を送っていたのだ！だか

ら＜ｏｔ＞＝-１だったのである。

あるとき、Ｇｉｆｕから来週のどこか

１日だけＦＡＸの向きを９０度回転

させ縦置きにし、１日経ったらまた

元の横置きに戻すようにという指

令があった。その週の集計をした

Ｏｈｋｕｒａは驚愕した。というのもそ

の週は＜ｏｔ＞＝-１だった日が５

回あったが、＜ｏｔ＞＝０の日が２

回あったのである。これは何を意

味するのだろうか。まずＦＡＸ器の

向きで結果が変わるということ。ふ

つうはそんなことは起こらないはずだ。しかし、よく考えるともっと驚くべきことが起こっ

ていた！

大倉 宏（科学館学芸員）
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